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１．事業所及び代表者

 竹　内　工　業　株　式　会　社
 　　代表取締役　竹　内　広　幸

２．所在地
本社： 〒389-0403 長野県東御市御牧原２４３３−１ 
倉庫・資材置場： 〒389-0403 長野県東御市下之城１６５８－１
石積場・現場用ハウス置場　　〒389-0403　長野県東御市下之城1671-1、1672-1
社員寮：　　　 〒389-0403　長野県東御市下之城1658-11

３．環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者　労務課長　山之上　浩
担当者               労務課長　山之上　浩
　　　 TEL：0268-67-3566　　　FAX：0268-67-3587
　      E-mail　　h-yamanoue@takeuchikogyo.co.jp

４．事業内容

　　建設業許可：長野県知事許可(特－2）第13711号（令和2年5月27日）
建設業の種類：総合建設業（土木工事業、建築工事業、舗装工事業、
水道施設工事業、管工事、解体工事）
許可の有効期限：令和2年5月17日～令和7年5月16日

　　産業廃棄物収集運搬業許可（自社施工時の収集運搬のみ）：長野県知事許可　第2001107819号
種類：がれき類
許可の有効期限：平成30年11月10日～平成35年11月9日

      重機、運搬車両の種類と台数：バックホー9台、4ｔダンプ2台、２ｔダンプ２台、ユニック２台
セルフ1台、社用車21台

5．事業規模

設立：昭和59年5月1日（創業昭和49年4月）
資本金：2100万円

第37期
2020/5～2021/4

完成工事高(千円） 702,825
従業員(人）　　　　　 33
事務所延床面積(㎡）　　　 428.15
倉庫延床面積(㎡）　　　 400
資機材置場延床面積(㎡）　　　 1876.5

６．対象範囲：全組織・全活動・全従業員が対象である

7．決算（事業期間/年）5月～４月

1876.5

第38期
2021/5～2022/4

879,833
33

428.15
400

1876.5
400

１．組織の概要 　　　　　　　ＥＡ21地域事務局確認済

第39期
2022/5～2023/4

951,290
30

428.15

項目



環境管理組織における機能

役割

ＥＡ２１管理責任者

全社員

・システム運⽤上の事務管理
　　月別部門データの集計、
　　問題点の把握と是正の実施
　　推進会議の出席
　　従業員教育

・環境経営計画の実施（決められた計画の実践）
・積極的な活動の推進

２．実施体制

代表者

ＥＡ２１環境事務局

・環境経営全般に対しての責任と権限、資源(⽤材・資⽤・技術)の⽤意

・環境経営方針の作成と社員への周知

・実施体制の構築（環境管理責任者の指名等）

・代表者による全体評価と⽤直しの実施

責任・権限

・環境経営システムの構築、運用、維持
　　環境経営目標及び環境経営計画の作成
　　環境経営推進会議の実施
　　経営者への進捗報告
・活動実績を代表者に報告

・環境教育の実施

・環境関連法規の遵守

・環境経営計画の実施

・全体計画の⽤案

・環境経営レポートの作成、管理

・環境教育の実施

代表取締役

竹内 広幸

ＥＡ21環境事務局

環境管理責任者

労務課長 山之上 浩

総務・経理部

３名

山田 美登里

工事部 ２５名

土木部長 関 晴雄

建築部長 上原 健一



〈経営理念〉

～　家をつくる　街をつくる　未来をつくる　～

私たちは、常に変革の心を持ち、新しい 建設業のあり方を探求しつつ、

建設分野において想いをかたちにして（頼りにされる人）の集まりで

ありたい。

〈活動方針〉

工事にあたり、環境へ与える影響を把握し、環境に配慮した方法・対策を施し、
現場を施工します。

1 燃料使用効率の高い設備・機械へ転換推進し、継続的に二酸化炭素排出量
の低減に取り組みます。

2 廃棄物の排出量の削減及び適切なリサイクルを推進します。

3 再生資源の有効活用を推進します。

4 化学物質の適正管理につとめます。

5 環境関連法規等を遵守します。

6 工程、安全、品質管理の強化につとめます。

7 ＩＣＴ化による工事の運用につとめます。

8 本方針を全従業員に周知徹底するとともに環境経営レポートを作成し社外にも公表します。

２０23年　5月　１日

竹内工業株式会社

代表取締役　 竹　内　広　幸

３．環境経営方針

制定 2017年 4月 1日

改訂 2020年 5月 1日



単　位
33期（2016年）

基準値（注）

(2016/5～2017/4)

％ 100%

万円 43,040

実績

kg-C02
／万円 7.26

結果 7.29

評価 -

kWh 36,275

kg-CO2 17,630 222％ 41,686 222％ 39,123 230％ 43,217 227％ 42,653

リットル 84,556

kg-CO2 221,536 171％ 379,521 82％ 182,640 225％ 498,456 222％ 491,809

リットル 19,894

kg-CO2 46,154 126％ 58,279 114％ 53,399 225％ 103,847 222％ 102,461

リットル 10,675

kg-CO2 26,581 111％ 29,601 107％ 28,478 230％ 61,136 227％ 60,338

m3 88.5

kg-CO2 549.6 147％ 807.3 136％ 745.2 250％ 1,372.4 250％ 1,372.4

kg-CO2 312,450 163% 509,894 97% 304,385 227% 708,028 224% 698,633

ｔ 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06

(%) 100.0% 94.0% 94.0% 94.0% 94.0%

- - - - - -

- - - - - -

ｔ 723.87 42.4 958.8 651.5 637.0

(%) 100.0% 94.0% 132.0% 90.0% 88.0%

- - - - -

- - - - - -

㎥ 999.0 939.1 1,292.0 939.1 939.1

(%) 100.0% 94.0% 129.0% 94.0% 94.0%

環
境
に
配
慮
し
た
工
事

ー

C02換算係数　電気0.486（中部電力：2015年度使用）
※38期、39期の値は実績値、40期、41期は33期を基準に環境効率指標において上記削減率
で計画した目標値。個々の値は計画した売上髙を考慮した按分値

6.61

5.80 3.20

87,763

94% 93% 92% 91%

87,983 95,129 107,600 107,600

204% 221% 250% 250%

6.68

○ ○

39期（2022年）
(2022/5～2023/4)

※実績

25,120 23,017

88,924

69,710 190,250

40期（2023年）
(2023/5～2024/4)
※売上高は計画

6.21

144,855

85,774 80,499

6.82 6.75

４．環境経営目標
中長期の環境経営目標の設定
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ＣＯ２排出量

削減率

売上高

環境効率指標

プロパンガス

電力

38期（2021年）
(2021/5～2022/4)

※実績

41期（2024年）
(2024/5～2025/4)
※売上高は計画

水
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一
般
廃
棄
物

段ボール
冊子等

産
廃

最終処分
廃棄物

軽油

ガソリン

2.32

灯油

187,713

44,762 44,164

生活用水の為、監視項目とする

24,232

130 120 221 221

11,888 11,437 24,553

工事毎に、環境に配慮した施工を行う

橋梁工事の場合は河川の生物に配慮した工事を行う

道路補修工事は近隣の住民に配慮する

極力型枠を使用し板材は繰り返し使用する

住宅工事は粉塵やごみを出さない施工をする

工事副産物のリサイクルに努める

適正管理（ＳＤＳによる）



項　　目 目標値 削減率 目標達成手段 目標達成手段
実行有無

電　力 36,275 ｋＷｈ 33,736 -7.0% 冷暖房の設定温度を定め、実行する。 〇

未使用場所の消灯徹底および昼光の積極的利用 ○

節電啓発掲示による意識推進 ○

空調温度の適正化（冷房28℃　暖房25℃） ×

空気圧縮機のエア漏れ点検 ○

窓に遮光フィルムの貼付け ×

中期計画 ○

省エネタイプ（エネルギー効率の高い）エアコンへ更新 ○

屋根への遮熱塗料の塗装 ○

重機燃料 221,537 kg-co2 206,028 -7.0% 効率的な運用ルート確立 ○

（軽油） 車両運転の際の急発進、急加速をしない等、エコドライブ ○

の徹底

建設機械使用の際のエコ操作の徹底 ○

過積載禁止に努める ○

アイドリングストップ（社有車、重機） ×

中期計画 ○

燃料効率の良い機械の更新 ○

自動車燃料 46,154 kg-co2 42,923 -7.0% 効率的な運用ルート確立 ○

車両運転の際の急発進、急加速をしない等、エコドライブ ○

の徹底

エリア別営業活動の見直し ○

アイドリングストップ（社有車、重機） ×

冷房の控え目使用（社有車） ○

燃費のよい車の購入（更新時） ○

中期計画 ○

燃料効率の良い機械の更新 ○

灯油 26,581 kg-co2 24,720 -7.0% 暖房時適正温度（設定温度25℃） ○

ドアの閉め忘れ防止、未使用の部屋の暖房機は ○

使用しない。

ウオームビズの推奨 ○

中期計画 ○

暖房の為の需要なので極端な増加にならないよう ○

監理する。

プロパンガス 550 kg-co2 511 -7.0% 湯沸し時の使用のみであり、数値改善はあまり ○

見込めない為、維持管理とする。

中期計画 ○

生活の為の需要なので極端な増加にならないように ○

監理する。

一般廃棄物 60 ｋｇ 55 -7.0% 廃棄物訂正処理（分別）を徹底 ○

梱包材の再利用 ○

コピー用紙の再利用及び両面コピーの実施 ○

シュレッダー廃紙のリサイクル化→継続 ○

帳票見直しによる印刷物の削減→継続 ○

中期計画 ○

極端な増加にならないよう管理する ○

5.　環境経営計画目標達成手段（202２年度）

基準年度実績



産業廃棄物 723.87 ｔ 673 -7.0% 素材別ボックスの設置 ○

リサイクル業者の開拓 ○

作業ミスによる廃棄量の削減 ○

中期計画 ○

工事で出た残土はできるだけリサイクル化目指す ○

コンクリート塊、AS塊を100％再資源化する ○

水道水 999 ｍ3 929 -7.0% 節水の推奨 ○

漏水のチェック ○

中期計画 ○

生活用水なので極端な増加にならないよう管理する ○

環境に配慮 43,040 万円 95,129 +221％ 周辺地域住民の安全・安心を第一に考えた工事 ○

した工事 河川を汚さない対策を十分に配慮した工事 ○

年間活動

環境教育 環境経営方針・目標・経営計画の周知 ○

環境経営目標・環境活動進捗状況確認・評価 ○

資格取得・更新のための研修会参加 ○

軽油漏れ対策訓練 ○

SDSによる教育 ○

毎月第3月曜朝礼後の清掃 ○

作成と地域事務局への送付 ○代表者による全体の評価と見直し

環境活動レポート

緊急事態対応訓練

環境関連法規等の遵守評価

会社周辺の清掃活動



　【実績】

購入電力 kWh 36,275 33,736 80,499
排出量 kg-co2 17,630 16,396 39,123 × ×
使用量 L 84,556 78,637 69,710
排出量 kg-co2 221,536 206,028 182,640 ○ ○
使用量 L 19,894 18,501 23,018
排出量 kg-co2 46,154 42,923 53,401 × ○
使用量 L 10,675 9,928 11,437
排出量 kg-co2 26,581 24,720 28,478 × ○
使用量 m3 88.5 82 119.6
排出量 kg-co2 550 511 743 × ○

× ○
購入水道量 999.0 929 1,292

排出量 999.0 929 1,292 ×

（注）C02換算係数　電気0.486（中部電力：2015年度使用）

　【評価】
【ＣＯ２排出量】 軽油以外で目標値に届かないが、完成工事高の伸び率との対比では電力以外で達成。

（１）電力 事務所、宿舎でののこまめな節電に努めたが、現場電力の増などの要因より電力増となった。

目標値、完成工事髙伸率対比とも達成せず。

（２）軽油 工事量は増加したが、使用料は減少。目標値、完成工事高伸び率比とも達成。

（３）ガソリン 不必要な車の使用減、エコ運転の推進を進めたが、目標値に届かず。軽油車からガソリン車への

切替が一要因と思われる。目標値達成出来ず。完成工事高伸び率比で達成。

（４）灯油 目標値達成出来ず。完成工事高伸び率比で達成。

（５）LPガス 目標値達成出来ず。完成工事高伸び率比で達成。

（６）水使用量 日々の使用量節約を指導したが、徹底できず増加。

生活用水の為、今後は監視項目とする。

（７）産業廃棄物排出量 工事量増加により、産業廃棄物搬出量も増大した。

目標値達成出来ず。完成工事高伸び率比で達成。

（8）一般物排出量 目標達成

（9）環境に配慮した工事 環境汚染に関する苦情、指導共報告はなかった。

○ ○一般廃棄物排出量 kg 60.0 55 50.0

６．環境経営目標の実績と評価（2022年度）

（年度単位　5月～翌年4月）

項　　　　目 単　位
基準値

2016年～2017年
(5月～4月）

2022年～2023年
目標値

(5月～4月）

2022年～2023
年実績

(5月～4月）（注）

電　　　力 93%

軽油 93%

ガソリン 93%

灯　　油 93%

プロパンガス 93%

CO2排出量 総排出量 kg-co2 312,451 93%

水使用量 93%

産業廃棄物排出量 ｔ 723.87 673

㎥

完成工事高の
伸び率との対比
による再評価

○×

290,579 304,385

958.80

評価

○環境に配慮した工事 － 全工事件数
工事每に、環境に配慮

した施工を行う 全工事件数

別紙対比表

に基づく



1,ＣＯ2削減

　【電気使用量削減実施事項】　　　 削減目標値　92％

・冷暖房の設定温度を定め、実行する。
・未使用場所の消灯徹底および昼光の積極的利用
・節電啓発掲示による意識推進

　【ガソリン・軽油使用量削減実施事項】 削減目標値　92％

・効率的な運行ルートの確立
・車両運転の際の急発進・急加速をしない等、エコドライブの徹底
・建設機械使用の際のエコ操作の徹底
・過積載禁止に努める

　【灯油使用量削減実施事項】 削減目標値　92％

・暖房時適温設定（設定温度25℃）
・ドアの閉め忘れ防止、未使用の部屋の暖房機は使用しない。
・ウオームビズの推奨

　【水使用量削減実施事項】 削減目標値　92％

・節水の推奨
・漏水のチェック
※　生活用水の為、監視項目とする

　【ＬＰガスのＣＯ2排出量削減実施事項】 削減目標値　92％

・湯沸し時の使用のみであり、数値改善はあまり見込めない為、維持管理とする

2,環境活動

　【廃棄物・一般排出量の削減、及びリサイクル率上昇実施事項】

・廃棄物適正処理（分別）を徹底
・梱包材の再利用
・コピー用紙の再利用及び両面コピーの実施

　【環境に配慮した工事】

・周辺住民、施設に配慮した施工方法の検討
・河川生物に配慮した工事
・化学物質の使用、保管についての適正管理

　【社会貢献活動実施事項】

・事務所周辺及び工事現場周辺の清掃徹底

7．環境経営計画（2023年度）



　【自営防衛訓練の内容】

開催日 2023年6月9日(金）

時　間 午後2時～

工事名 令和4年度県単交通安全対策（一種）工事

工事箇所 上田市　下和子

訓練内容 1.バックホウ燃料タンクより燃料漏れ発生。

2.重機運転手の指示により、作業員は保管場所からオイルマット

　を持ってくる。

3.重機運転手1名によりオイルの吸取りを行う。

8．主な環境経営活動の内容

オイルマットにて漏れた燃料

の吸取り訓練



　【太陽光設置】

設置日 2023年1月26日

設置場所 本社屋上

9．環境設備の内容

モニター配電

屋上太陽光パネル屋上太陽光パネル

屋上太陽光パネル
屋上太陽光パネル



法遵守状況一覧表
遵守状況

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

※　当社で適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。　
※　現在問題のないことを確認しました。
※　関係機関、近隣住民からの指摘、苦情、訴訟などはありません。

　騒音規制法 適用指定地域内での特定建設作業 その都度 県又は市役所に届出

　振動規制法 適用指定地域内での特定建設作業 その都度 県又は市役所に届出

10．環境経営活動関連法規への違反、訴訟の有無

　フロン排出抑制法
7.5ｋW以上50ｋW未満　定期点検/３年毎
その他　簡易点検　３カ月毎

左記 廃棄するまで保管

　グリーン購入法 環境に配慮した物品等の購入の促進 年1回 積極的に進める

　道路運送車輛法 車輛の定期点検 その都度 総務に提出

各種重機の持込時 その都度 記録表の保管

　道路法・道路交通法 道路使用許可の届出 その都度 警察署に届出

　消防法
危険物保管の指定数量以上の
許可申請・届

年1回 消防署に届出

　省エネルギー法 年間エネルギー量の算定 年1回 積極的に務める

　労働安全衛生法
安全衛生教育の実施
安全衛生推進者の選出

変更時

その都度 県に確認申請

　浄化槽法 浄化槽の保守点検・清掃、定期検査 年1回 記録表の保管

上田労働基準監督署に届出

環境関連法規等の名称 要求事項・規制基準 評価頻度 対　　応

　建設リサイクル法 対象建設工事の分別計画等の届け出 その都度 県又は市役所に届出

　廃棄物処理法
適正な分別
保管場所を決める
マニフェストの管理

年1回

マニフェストの保管（5年）
産業廃棄物運搬実績報告の提出(6月まで)
適正な分別
産業廃棄物多量排出事業者処理計画報告（6月まで）

　建築基準法 建築物の設計施工

オフロード法
低騒音型・低振動型建設

機械の指定に関する規定



　11．代表者による全体評価と見直し・指示

39期は、台風災害復旧工事も終わり、民間建築工事の売上げが7割を占めました。

民間建築工事は38期より増え、大型工事の受注ができました。

全体売上げは０．７億ほど増え９．５億、実際の完成工事高は１１億でした。

利益は3８期より減りましたが、設備投資はしっかりでき、即時償却により税金対策

も出来ています。

また、今期４０期の受注については、公共土木（県）が受注出来るよう努力します。

今期も安全第一で頑張って頂きたいと思います。

2022年5月～2023年4月の環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況

について評価しました。

電力、灯油、プロパンガスの使用量などは、宿舎人数の増減により変化しますし、

日頃から暖房機器などの必要でない時のスイッチの確認には十分に注意をする様

にしています。

電力使用量については、太陽光発電システムを設置し、電力使用量の削減を

図りました。

又、仕事量が増えましたので、ガソリン、軽油、産業廃棄物も目標値に達して

いませんが、工事量の伸び率で比較すると、目標基準値達成となります。

今後も、環境管理体制をしっかりと構築し、社員間で周知徹底し、取組んでいきます。

2023年　6月　20日

 竹　内　工　業　株　式　会　社

 　　代表取締役　竹　内　広　幸


